　　３年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　ペンネーム

短歌づくり　独楽吟スタイルをまねて短歌を作ってみよう

楽しみは　妻子むつまじく　うちつどひ　頭ならべて　物をくふ時　　橘曙覧

ステップ①独楽吟スタイルの短歌とは「たのしみは　で始まり　時　で終わるもの」

上の和歌は、国語の授業で勉強した橘曙覧の短歌です。彼は、それ以外にもたくさん同じ形式の和歌を作っています。その連作短歌は「独楽吟」という題がついています。次はその中の三首です。この三首の中から、あなたの気に入ったものを、一つ選び、その理由を答えてください。

１　たのしみは　常(つね)に見なれぬ　鳥の来て　軒(のき)遠(とお)からぬ　樹(き)に鳴きし時 

２　たのしみは　心をおかぬ　友どちと　笑ひかたりて　腹をよるとき(意味　腹の皮がよじれるくらい笑う時) 

３　たのしみは　三人（みたり　意味は三人）の児ども　すくすくと　大きくなれる　姿みる時 

	


ステップ②　では、あなたもつくってみましょう。

次は、独楽吟スタイルで現代の高校生が作った短歌です。これらを参考にあなたも自分の楽しみにしていることを「楽しみは　……　時」という形で短歌にしてみましょう。

１　たのしみは　冬にときたま　訪れる　小春日で　あたたまる時 

２　たのしみは　冬の夜空を　あおぎみて　流れる星に　願いとなふ時　 

３　たのしみは　風冷たき日に　帰宅して　コタツに入り　あたたまる時 

４　たのしみは　四限の残りが　あと三分　もうすぐお昼と　思う時 

５　たのしみは　エンヤをかけて　菓子を出し　本を読みつつ　茶に興じる時 

６　たのしみは　メール打ってる　あなたとの　時間がずっと　続く時 

７　たのしみは　彼氏のいない　友達と　恋の話で　盛り上がる時 

○一つ目の短歌を作ってみましょう。

〈形式〉　たのしみは　〈七〉　〈五〉　〈七〉　〈五　とき〉
	たのしみは


○二つ目の短歌を作ってみましょう。

〈形式〉　　たのしみは　〈七〉　〈五〉　〈七〉　〈五　とき〉

	たのしみは


裏面にも時間の許す限り作ってみましょう。

